
　

２
０
２
４
年
、
世
界
の
平
均
気
温
は
観
測

史
上
最
高
を
記
録
し
、
産
業
革
命
前
よ
り
１
・

55
℃
上
昇
し
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る

た
め
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
2
）
の
排
出
と
吸
収
の
差
を
ゼ
ロ
に
す
る

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現
が
、
国
際

的
な
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
成
長
過
程
で
Ｃ
Ｏ

2

を
吸
収
す
る
た
め
、
燃
や
し
て
も
大
気
中
の
Ｃ

Ｏ
2
を
増
や
さ
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
新
た
な
生
産
手
法
と
し
て
、
海
外

の
冷
涼
地
域
で
実
績
の
あ
る
ヤ
ナ
ギ
を
用
い
た

「
超
短
伐
期
萌ほ
う

芽が

再
生
法
」
の
国
内
導
入
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
方
法
は
、
通
常
の
林
業
と
は
異
な
り
、

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
１
万
５
０
０
０
本
〜

１
万
8
０
０
０
本
の
高
密
度
で
植
栽
し
、
2
〜

5
年
ご
と
に
繰
り
返
し
収
穫
す
る
の
が
特
徴
で

す
。
ヤ
ナ
ギ
は
萌
芽
再
生
力
に
優
れ
て
お
り
、

再
植
栽
せ
ず
に
20
〜
30
年
間
収
穫
を
続
け
る
こ

ヤナギを育てて
カーボンニュートラルを目指す　

原山 尚徳　Harayama Hisanori

植物生態研究領域

設置前
と
が
で
き
ま
す
。
北
海
道
で
の
試
験
で
は
、
海

外
と
同
様
に
年
間
10
絶
乾
ト
ン
（
水
分
を
含
ま
な

い
重
量
）
／
ha
の
収
量
が
得
ら
れ
、
雑
草
管
理
と

優
良
系
統
の
選
定
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
小
型

の
サ
ト
ウ
キ
ビ
用
収
穫
機
が
ヤ
ナ
ギ
の
収
穫
に

活
用
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
体
が
、

実
用
化
に
向
け
た
栽
培
試
験
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
５
年
２
月
13
日
開
催
講
座
よ
り
）

令 和 ７ 年 度 　 森 林 講 座 の お 知 ら せ

　森林・林業や木材への関心や理解を深め
ていただこうと、一般の方々を対象にし
た「森林講座」を多摩森林科学園森の科学
館で毎回午後1時15分～3時に開きます。
受講無料。

◆受講申込み
　メールまたは往復はがきで、講座名と
受講人数（最多3人まで）、受講者（複数人
の場合は代表者）の郵便番号・住所・氏名・
電話番号を明記して下記の申込先にお送
りください。講座開催日の前月1日から受
け付け、先着順で定員30名に達し次第、
または開催2日前に締め切ります。詳しく
は下記「森林講座（2025年度）」ページをご
覧ください。

10月24日（金曜日）

「木の香りを活かして、
　　　　　  生活を少し豊かに」
森川 卓哉 （森林資源化学研究領域）

11月21日（金曜日）

「雪と森林」
勝島 隆史 （森林防災研究領域（十日町試験地）） 

12月19日（金曜日）

「固有種の宝庫、小笠原諸島の
　　林木遺伝資源保全に向けた取組」
玉城 聡 （林木育種センター遺伝資源部） 

1月22日（木曜日）

「日本へとつながるアジア大陸の人類移動
　  氷河期の森林拡大が要因だった」
志知 幸治 （北海道支所） 

2月5日（木曜日）

「赤トンボの知られざる旅
－生息地のつながりを理解しよう－」

東川 航 （九州支所） 

開 催 講 座

E-mail ： shinrinkouza@ffpri.go.jp
お問合せ電話：042-661-1121

◆講座会場・申込先・問合せ先

多摩森林科学園
〒193-0843 
東京都八王子市廿里町1833-81

◆「森林講座（2025年度）」ページ
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植栽３カ月後のヤナギの様子。ポール左側は雑草

対策なしで成長不良、右は農業用マルチ（雑草防

除などのために敷設するシート）で対策し成長良好。

サトウキビ用国産小型収穫機を使ったヤナギ収穫

の様子。機械の損傷もなく収穫翌年の再成長も順

調だった。作業の効率化が今後の課題。

mailto:shinrinkouza@ffpri.go.jp
https://www.ffpri.go.jp/tmk/kengakuannai/event/shinrinkouza/2025kouza.html

